
● プレミネツト

備考 など ･

実
験
環
境

測定日
2008/2/6 14:00~ 17:00
2008/2/7 10:00~ 15:0O

住宅種別 非木造

戸建/集合 集合住宅
一

,

P LC設備設置コンセント コンセントA、 B、 C 3箇所

P
L
C
設
備
情
報

製造社名 株式会社プレミネット

型式名称 PLA M 2500J R e v .2 産業用 (事業用)

型式指定番号 第ET- 07002号

使用周波数範囲 4M H z‐20M H z
一

,

測
定
器

スペクトラムアナライザ
メーカー / 品番

A gile n t E4402B

アンテナ
メーカー / 品番

EM C 0 6502

測定時の稼動電気機器概要

空調室外機 10台程度 (建物周辺)
デスク トッ プ、 ノ ートPC 20台程度 (西側事務室)
複写機 1台 (西側事務室)
中型PBX 1台 (西側倉庫内)
ネ ッ トワーク ･ サーバー 1台 (西側倉庫内)
ネ ッ トワーク ･ スイ ッチ 5台 (西側倉庫内)
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P L C設備設置場所 : きんでん学園北棟
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測定場所 (アンテナ設置場所)

敷地配置図
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測定器の設定など
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北 5メートル 通信系統1

合成電界強度5m
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試験時通信週電度 (U D P)
通信系統 4l,

送信側 1F分電盤
受信側 1F会議室

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.5



北 5メ･一トル 通信系統2
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試験時通信辺翼虚(U D P)
通信系統 2
送イ言側 1F会議室
受ず言側 1F分雷量翳

送信速度 M bp s] 8.7
受信速度 M bp s] 1.O



北 5メートル 通信系統3
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試験時通償還ミ度 (U DP )
通信系統 3
送l雪側 1F分電盤
受4旨側 2F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.9
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北 5メートル 通信系統4

合成電界強度5m
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試験時通信逆ミ度 (U D P)
通信系統 4
送信側 2 F分封霊域孵
受信側 1F分封電物腰

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.8



北東 5メートル 通信系統1

合成電界強度5m
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アンテナZ方向 電界強度5m
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試験時通信錫電塵(U D P)
通信系統 翻

送信側 1F分電盤
受信側 1F会議室

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.5



北東 5メートル 通信系統2

合成電界強度5m
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試験時通信遍度 (U D P)
通信系統 2
送信側 1 F会議室
受信側 1F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.O



北東 5メートル 通信系統3
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試験時通信逆電座 (U D P)
通信系統 3
送信側 1F分電盤
受信側 2F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信凍度[M bp s] 1.9



北東 5メートル 通信系統4

合成電界強度5m
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試験時通償還至度(U D P)
通信系統 4
送信側 2 F分電盤
受信側 1F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.7



東 5メートル 通信系統1

合成電界強度5m
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Froquoncy (M Hの
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試験時通償還電度 (U D P)
通信系統 ｣｢■‐

逡M旨側 1F分電盤
受信側 1F会議室

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.4



東 5メートル 通信系統2

合成電界強度5m
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試験時通信週度 (U D P)
通信系統 2
送信側 1F会議室
受信側 1F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信濠度[M bp s] 1.1



東 5メートル 通信系統3

　 　 　　　　　　合成電界強度5m

t- 合成(dB“ v /m ) - 環境合成(dB g v /威し

5 10 15 20 25 30

F re q u e n c y (M H z)

アンテナX方向 電界強度5m アンテナY方向 電界強度5m アンテナZ方向 電界強度5m　　 　 　 　

　　　　 　　　
E- Y (犯“v/m ) - 環境Y 包鰍 V /m )

FreQuency (M Hの
15 20

Frequen(刃 (M H幻

15

20

Frequency (M Hの

｢

試験時通信遍度(U D P)
通信系統 3
送信側 1F分電盤
受信側 2F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.9



東 5メートル 通信系統4

合成電界強度5m

[二≧合成(槌仏 v /m )- 環境合成豚滋回
50

　

-

E

き

0

一

　
　
　
　
　
　

　
　

I
アンテナx方向 電界強度5m アンテナY方向 電界強度5m アンテナZ方向 電界強度5m

F ごx (dB“v/m ) - 瑕境x (dB“v/m )' - Y (dB“v/m ) - 穀境Y盈虚罰可 匡二復dB“v/m ) - 攝境Z (dB“V/m)

40 -
35 r
ミ 3o ｣
≧ 25 -
等 20 し

0 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 0 5 10 15 20 25 30

F危quoncy (M Hの
l

F爬quency (M H幻 Frcquoncy (M H幻

16

試験時通信逆度 (UD P)
通信系統 4
送信側 2 F分電盤
受信側 1F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.7



南東 5メートル 通信系統1

合成電界強度5m
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試験時通信遍ミ度 (U D P)
通信系統 JTI･

送イ言側 1F分電盤
受イ旨側 1F会議室

送信速度 -M bp s] 8。7
受信速度 M bp s] 1.3



南東 5メートル 通信系統2
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受信速度[M bp s] 1.2
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南東 5メートル 通信系統3
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南東 5メートル 通信系統4
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南 5メートル 通信系統1
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試験時通信遊ミ度 (U D P )
通信系統 “I,

送信側 1F分電盤
受信側 1F会議室

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.5
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試験時通償還箋度(U D P)
通信系統 2
送小言側 1F会議室
受イ雪側 1F分電盤

送信速度 -M bp s] 8.7
受信速度 M bD s1 1.2
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試験時通信還電度 (U D P)
通信系統 3
送信側 TF分雷盤
受信側 2F分雷と盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.8
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試験時通信遍菫度 (U D P)
通信系統 4
送イ;雪側 2 F分電盤
受信言側 1F分電盤

送信速度 M bp s] 8.7
受信速度 M bD s1 1.7
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試験時通信遇匡度 (U D P )
通信系統 JTI･

送f雪側 1F分電盤
愛を彗側 1 F会議室

送信速度 -M bp s] 8.7
受信速度 -M bp s] 1.6
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試験時通信遍毛度 (U D P)
通信系統 2
送信側 1F会議室
受信側 1F分雷囮幣

送信速度[M bp s] 8.7
受信濠塵[M bp s] 1.2
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試験時通信凋ミ度 (U D P )
通信系統 3
送信側 1F分電盤
受信側 2F分電盤

送信速度[M bp s] 8.7
受信速度[M bp s] 1.6
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合成電界強度5m
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試験時通信遍ミ度 (U D P)
通信系統 4
送信側 2 F分電盤
受信側 1F分電盤

送信速度[M bp s1 8.7
受信速度[M bD s1 1.7
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